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A－56　　　　　　食品添加物。挫二化営的珊究　一各種。食品添加物*･J: が｀。赤用

　　　　化営薬& と生/i*融素地性に鈴する影響につvヽt一

　　　　　　　　　　　　　　　元知瘍大放貪　谷妨池竹

　目　it] 私共･研究窒やま遍矢I 0 年向，灸題り肝究£多淑り研宛老i^機同tヽ肘フ/'こ／(

の都度本岑会に右。ヽ1発表した。今回,t洙罷灸，し，る纒晒て報告すi ．8 串生泌・身え

い主接･ r釦梓t: 多凧考る/ft 営藻昴・赤蛙は生体lご弘少- と右影忠i冰え-i い5 ^ のr あり

，こ・問簒り詣諸け鮮皮･り一助i: * い，りと考えて本実験口卜乱

　方珠　酵素,よ所え。抽出怯によ>) i.来るだけ治性のろ，い/t ら範郎・,生体相に£ヽ･ヽ粗醇未

娘を用い，また括性，弱い名，(i市販の琵画室用いr^．測危は, Tk。ふc･? 猿，SA/む-bu吟

泣，S pectl-4l pi-・t・iK-et６ , そ･，癒を用｡ヽ行ワn。沓種蒔素･りHする阻零しっ･,1行フた。

　実験材杵　棄品添お物は* Iしt保有料i，発色札t行。, 対比妁v. 生珊走合物償に

つぃ^ も行フTz．ま八支接紅b 的に便If! する* ・･rはな⌒が｀，中性現剥，ii#;.　・迦S.三

の化考杓噴奇は-ﾌ"ヽt. 1, 行7 /;・

　邱　栗柵海料のかレビ｀ン酸ナV. >iウA について_t*ifc 較的阻各は弱いが，少＆・酪氷に

穆い?a t j 示めしf^ ．f"｀t･ごO 酢直ナトリヤA ぷ･*=ぴ心急-香複ナトリウA It一体1・同名1

示め･考もの^ <見^ んn．発色訓。長砧峻ナトリウA It 測1 不i^-^ i ・･if) り, 祗偉急*ヽ

ろ張い?且！i 矛ヽめしA 。中性沈令･りLA S は, 抵進度ヵり糧ヽ⌒阻名-i ま・し厦函，T#. に九

々な住め% 厦ヽ! *̂;■あ& と刄あれる。I りご妙比的に行フた, Qluc,se, N/ac| ， G･lula

mi c acid I: -,・I 勧% ≪<■i りになヽﾉ。i ･> サッカリン洙度i高y, i. i 阻老≪ヽみら>fした。房

葦に･ﾌ，ヽ-t_ It，暖い限名ダみ,られた｡，本実験は｡す-<:' X　;tLV;t -o ｔ 行フA 1 ・)1" S V ,　l・

ivo x｀t ｡゛^ ような紬呆i 禾yリカ'今潅・呆題T J) る。

10月12日(日)第２会場　午後1:00～5:00

A－57　栄養状態利eiに関する上mi十測値の有効･l畦につい1

　　　　北海謐大農　　　山束せつ子

　目的　上腕計測値ふり得られμ噛肉量・商略量が、貯蔵蚤匂･熱量の間椿的指標とし７

、小児の俵養状態評価に有効でヽあろかごうかを検討するため, 他り評価と比較しμ。

　方法　年令I - I8;fのJﾋ海道内養護施設収容児＼5旧ゐを対象とレ/叩乙算8－|日の期

同に身体計測( 身長・体艶・m圈■座高・II SI・上腕囲･上腕並び(こ肯部良下脂肪犀)艮

び２日間の摂取食餌秤量を個人割に行fi-つ↑こ。頭11 ･上腕圈一皮下脂肪の測定ぱa"ELLIFFE 、

厚生省等の方法を岡しけこ。用具は巻尺と峡研式皮下脂肪計でめった。上腕筋岡面(叫声腕

脂肪面(F)は次式の如<Iﾔ算されしM －^-聶血≒F ＝公一M　但しｃ：と腕画、T ■■

上腕皮下脂肪厚で得られ長結果をUSA標準値と比較し阻。他の身体計測値は足法(こよ') 得

られ. 結果を全国平均値又は文献値と比較した。個人別食品消責量から玖分表左用いて個

人利一股旅養糸摂取*を求め. 眼養行李量と比較しに。計球はFAC0M23O-6O/7i-を使用し、

FORTRA（SPSS §語でヽなされた二。
　結夙　り上腕筋肉Sｺは男子がそ引こ捧り. 肩奏薦は6キ以比の今年令群でヽ認められ. 13

々以上は屠しく大でヽあっ物。これらの但は励1iより低<, 濠包み足嵐態ドあゐと拙論さ

れた. 2)と腕脂肪面は々吾が｀男子より勝れ、両性共USA 1itより概して優っていたのt"十ﾉ外

な熱量摂取が行われ忙と推湊､されr--。3)日本全国平均値に対し, 施設児は身原‥縛直･座

高で哨り。熱量・蜃白でヽ恥足していた。即' 劈. , ぬの状態T:‘あつ托・
　以上の相反する締果から、上腕筋肉面・脂肪S]を我国の俵養状能判定に用いら鳥(こn ｡

日本人の上腕計測値が禎岑であろとり錨諭剖号た。


